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。
“

「
明
斎
志
具
」
の
作
者
浦
松
齢
の
抑
陰
に
H

通
俗
但
由
十
四
極
μ
と
題
し
て
刻
さ

れ
た
俗
由
を
と
り
あ
げ
た
こ
と
は
、
川
氏
の
こ
の
著
書
が
権
威
の
あ
る
も
の
だ
け
に
、
極
め
て
注
目
さ
れ
る
。
川
氏
は
「
棲
妬
児
」
一
山
を
中
心
に
主
と
し
て

中
国
戯
曲
の
研
究
家
月
胎
白
氏
が
、
そ
の
若
「
中
国
戯
劇
史
」
の
中
で
、

出
調
の
面
か
ら
考
察
を
行
な
い
、
浦
松
齢
の
俗
曲
が
中
国
戯
劇
史
上
重
要
な
意
義
を
も
つ
こ
と
を
指
適
し
、
劇
作
家
と
し
て
の
苅
松
齢
の
優
れ
た
見
識
と
創
作

つ
リ

力
と
を
認
め
た
。
こ
の
再
引
一
日
が
川
版
さ
れ
た
後
に
、
明
斎
俗
山
を
専
門
に
と
り
あ
げ
た
何
満
子
氏
の
論
文
「
幾
種
以
柳
斎
故
事
街
化
的
俗
曲
」
が
発
表
さ
れ

作
品
の
も
つ
忠
忠
世
を
追
求
し
、
な
か
で
も
「
磨
丘

一
山
を
最
刈
の
作
品
と
－J
M
し
た
。
川
氏
の
記
述
に
は
、
わ
た
く
し
r日
’
A
教
一
否
七
三
け
た
点
や
日
感
の
何
処
が
あ
っ
た
が
、
何
氏
の
迫
求
の
し
か
た
に
対

し
て
は
、
全
面
的
な
賛
意
を
表
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
こ
の
論
文
以
外
に
は
、
本
格
的
な
明
斎
俗
曲
研
究
の
成
果
は
み
あ
た
ら
な
い
。
さ
い
わ
い
に

A

後

も
現
在
で
は
、
遺
稿
の
整
問
編
訂
の
点
で
か
な
り
の
信
の
置
け
る
、
路
大
荒
氏
の
和
年
の
努
力
の
結
品
「
蒲
松
齢
集
」
が
あ
り
、
所
収
俗
由
の
数
も
、
周
、
何

た
。
何
氏
は
「
川
河
志
比
一
に
取
材
し
た
七
山
の
み
に
つ
い
て
川
作
方
法
の
而
か
ら
考
案
を
什
な
い
、



両
氏
の
見
ら
れ
た
寸
足
本
柳
斎
全
集
」
所
以
の
十
一
白
か
ら
十
四
曲
に
増
加
さ
れ
て
い
る
し
、
こ
の
集
に
は
未
収
の
「
琴
悲
楽
」
一
曲
の
重
紗
本
が
慶
応
義
塾

大
学
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
諸
本
に
よ
っ
て
、
昨
陰
記
載
の
十
五
の
全
俗
曲
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
ま
た
慶
大
に
は
、
俗
曲

の
創
作
と
密
接
な
闘
係
を
も
っ
判
以
下
の
明
市
小
山
や
、
十
五
曲
の
古
市
一
一
な
紗
本
が
あ
る
。
そ
こ
で
わ
た
く
し
は
、
以
下
に
お
い
て
、
全
俗
曲
を
形
式
と
内

J五
の

両
国
か
ら
と
り
あ
げ
、
周
、
何
両
氏
の
考
案
を
批
評
し
つ
つ
、
苅
松
齢
の
俗
曲
創
作
の
態
度
、
作
品
の
も
つ
文
芸
的
価
値
な
ど
の
問
題
に
つ
い
て
、
行
見
を
述

べ
て
み
た
い
。

蒲
松
齢
の
子
た
ち
は
父
親
の
作
っ
た
俗
曲
を

「
通
俗
地
曲
」
「
通
俗
之
曲
」

「
但
曲
」
と
い
う
三
様
の
表
現
を
使
っ
て
記
し
て
い
る
が
、
現
在
で
は
一

般
的
に
が
俗
曲
μ
と
い
う
話
を
使
用
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
通
俗
的
な
曲
と
い
う
怠
味
で
、
周
氏
は
鼓
詞
も
合
め
て
使
用
し
て
い
る
の
だ
が
、
こ
の

語
は
中
国
俗
文
学
の
分
類
の
場
介
に
ジ
ャ
ン
ル
の
一
つ
の
呼
称
と
し
て
使
用
す
る
が
俗
曲d
と
は
、
意
味
内
容
の
点
で
違
っ
て
い
る
。
後
者
の
方
は
普
通
グ
小

曲
d
と
か
M

小
詞
d
あ
る
い
は
か
時
曲
d

グ
時
調d
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
る
韻
文
に
対
す
る
呼
び
方
で
あ
る
。
前
者
の
場
合
は
、
こ
の
ν

小
曲
d

の
外
に
P

鼓

グ
附
山
詞d
な
ど
の
曲
を
使
用
す
る
語
り
物
を
合
め
て
の
促
穴
的
な
広
い
意
味
で
の
使
用
法
で
あ
る
。
し
か
し
蒲
松
齢
の
碑
陰
刻
名
の
H

通
俗
但
曲
d

の
実
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詞
d

体
は

グ
地
方
戯d
的
な
戯
劇
と
語
り
物
と
で
あ
る
。
そ
し
て

ν

小
曲
μ
調
の
曲
一
副
の
み
し
か
現
在
み
る
こ
と
の
で
き
な
い
未
成
稿
の
「
醜
俊
巴
」
を
除
い

て
、
あ
と
は
い
ず
れ
も
河
秘
的
生
存
時
の
が
小
曲
μ

の
時
々
の
曲
に
あ
わ
せ
て
作
ら
れ
た
部
ー
又
と
、
散
文
の
部
分
と
を
交
互
に
組
合
せ
た
も
の
で
あ
る
。
乙
の

形
式
ほ
中
国
の
北
方
に
古
く
か
ら
流
行
し
て
き
た
円
子
曲
に
償
っ
た
も
の
で
、
柳
子
戯
と
同
類
の
も
の
で
あ
る
。
い
ま
表
現
上
か
ら
区
別
す
る
と
次
の
二
通
り

に
な
る
。

叙
述
体
－
－
F
・
・
・
姑
婦
由快
曲

慈
非
ハ
曲
ザ
所
業
宴
寒
森
曲

間
関
前
伏
使
夜
文

戸
南
青
神
仙
曲
（
以
下
官
官
神
仙
と
略
称
す
る
〉閉
補
幸
雲
曲
（
以
下

幸
雲
曲
と
略
称
す
る
）

代
言
体
・
・
・
・
・
・
描
頭
記
権
妬
児

磨
班
曲

窮
漢
詞

央1
悲
楽

代
言
体
の
巾
、

「
鰭
頭
記
」
、「
棲
妬
児
」
「
磨
難
曲
」
の
つ
一
曲
ば
戯
劇
の
体
制
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
数
幕
乃
至
数
十
幕
か
ら
成
っ
て
い
て
が
唱μ

科
d



y
日
ρ

を
備
え
て
い
る
。

「
窮
漢
詞
」
は
内
界
を
一
見
す
る
と
、
そ
れ
が
丑
に
よ
っ
て
演
唱
さ
れ
る
戯
劇
の
体
制
に
擬
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、

一
幕
も
の
で
あ
る
。
「
琴
志
楽
」
は
一
人
の
女
性
の
口
ぷ
り
を
借
り
た
独
白
と
唱
詞
と
か
ら
成
っ
て
い

と
グ
白
d
だ
け
か
ら
成
っ
て
い
て
、
グ
科
d
は
な
く

「
一
楼
妬
兜
」
の
か
科d
の
表
記
法
は
、
本
格
的
な
戯
曲
の
体
裁
に
な
ら
っ
て
い
る

が て
、
戯
劇
的
な
も
の
で
は
な
く
、
読
み
物
と
し
て
の
作
品
で
あ
る
。
な
お
、

「
指
頭
記
」
と
「
磨
難
曲
」
と
の
そ
れ
は
、
は
る
か
に
簡
略
化
さ
れ
て
い
る
。

グ
日
日

目
μ
M
M

十
五
曲
の
体
制
は
各
種
各
様
で
、
個
別
的
に
記
述
す
る
の
は
煩
雑
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ら
を
整
理
し
た
結
果
を
一
覧
の
使
を
は
か
つ
て
表
に
ま
と
め
る
と
、

次
の
通
り
に
な
る
。

。
叙
述
体姑快慈蓬

（
表
中O
印
は
該
当
形
式
を
一
不
し
、
半
丸
印
は
そ
の
該
当
形
式
が
曲
の
全
段
に
あ
ら
わ
れ
な
い
不
統
一
を
一
不
す
。
）
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右
の
表
中
、
「
慈
悲
由
」
の
始
ま
り
の
西
江
月
は
、
第
一
段
の
前
に
置
か
れ
て
い
てH
開
場
d
的
な
役
割
を
し
て
い
る
。

「
幸
雲
曲
」
で
は
第
一
回
の
前
に

グ
開
場d
が
置
か
れ
、
西
江
月
と
散
文
と
詩
か
ら
成
っ
て
い
る
。
「
棲
妬
冗
」
は
第
一
回
が
グ
開
場d

と
題
さ
れ
、
丑
に
よ
る
西
江
月
、
説
白
、
唱
か
ら
成
っ

て
い
る
。

「
窮
漢
詞
」
の
冒
頭
に
は
八
句
か
ら
な
る
長
短

「
富
貴
神
仙
」
も
第
一
回
が
M

棋
子
d
と
さ
れ
、
三
曲
調
の
曲
詞
と
清
江
引
と
か
ら
成
っ
て
い
る
。

ω
し
う
ら
い
ぱ
お

句
の
韻
文
が
あ
り
、
明
記
し
て
な
い
が
西
江
月
ら
し
く
、
次
に
グ
数
来
宝

d

が
置
か
れ
、
次
い
で
説
白
が
き
て
唱
詞
に
つ

Y

い
て
い
る
。
未
成
稿
の
「
醜
俊

巴
」
は
「
山
披
羊
段
」
と
題
し
、
西
江
月
と
長
い
一
支
の
由
詞
の
み
の
段
と
、
曲
詞
に
は
じ
ま
っ
て
一
行
の
未
完
の
散
文
が
あ
る
段
と
か
ら
成
っ
て
い
て
、
表

現
は
叙
述
体
を
取
っ
て
い
る
。

出
の
重
要
部
分
を
占
め
る
由
詞
に
使
用
さ
れ
た
曲
調
（
由
牌
）
に
つ
い
て
、
曲
調
不
明
の
「
窮
漢
詞
」
「
琴
恋
楽
」
二
曲
の
も
の
を
除
い
た
範
囲
で
見
て
み

る
と
、
次
の
四
十
五
桓
が
あ
る
（
各
出
剖
名
に
附
し
た
数
字
は
、
そ
の
曲
剖
の
で
て
く
る
由
の
数
を
一
不
し
、
傍
線
の
も
の
は
南
北
町
に
由
来
す
る
）

要
一
張
児
ロ
銀
紐
糸
8

丑
断
橋
7

所
所
児
泊

ま
fこ

羅！は
江｜ 萌ー
怨｜所
4 泊

7 

境
破
玉
7

朕
落
金
銭
7

倒
板
張
6

一
民
四
娘5

息
羅
抱
（
ま
た
は
息
羅

杉
）
4

責
鷲
児
4

還
郷
韻
（
ま
た
は
懐
郷
韻
）
4

山
披
羊
4

玉
城
郎
3

桂
校
一
杏3

態
頭
郎
3

西
調
3

呑
柳
娘

3 

楚
秋
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江
2

収
江
南
2

平
西
調
（
ま
た
は
平
西
歌
）
2

倍
傍
令
2

治
美
泊
2

太
平
令
2

別
地
風
2

央
皇
天
2

蝦
蝶
歌
（
ま
た
は
蝦

墓
曲
）
2

対
玉
践
2

蓮
花
落
1

金
紐
糸
1

太
平
年
1 

乾
荷
葉
1

雁
児
落
1

時
鵠
天
1

一
男
梅
l

待
合
錦
1

採
茶
児
1

梓
歌
1

満
詞
l

浪
淘
沙
1

レ
い

H

、
釘7
1
L

I

「4
1

－
Y
4
H
3
1
」

四
朝
元
1

黄
泥
調
l

榔
子
腔
l

右
の
外
に
曲
の
開
場
や
然
起
に
使
用
し
た
西
江A
9
と
淵
配
引
9

と
が
あ
る
。

「
琴
志
楽
」
の
も
の
は
、

周
氏
の
指
適
に
よ
れ
ば
「
通
俗
化
を
経
過
し
て
い
る
ら
し

い
」
と
言
う
。
他
の
曲
調
の
う
ち
、
銀
紐
糸
、
羅
江
怨
、
畳
断
桔
、
西
調
、
朕
落
金
銭
、
玉
蛾
郎
、
昨
日
野
児
泊
、
倒
板
張
、
境
破
玉
の
九
由
調
は
、
周
氏
の
調

刊
川
町

A
H
4

査
と
楊
蔭
深
氏
の
調
査
を
合
せ
て
の
考
察
の
結
果
、
明
末
清
初
に
流
行
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
推
量
さ
れ
る
。
残
り
の
曲
調
は
、
周
氏
の
言
う
「
当
時
の
一

畳
断
橋
と
様
式
が
酷
似
し
て
い
る
。
南
北
曲
に
由
来
す
る
も
の
は
、

地
方
の
俗
唱
に
限
ら
れ
て
い
た
も
の
」
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
要
該
児
、
躍
江
怨
、
銀
紐
糸
、
間
半
断
橋
の
四
曲
調
と
黄
常
児
、
山
技
羊
、
桂
校
香
の
三
曲
調
は

引
叫

現
在
も
使
用
さ
れ
て
い
る
。

要
一
張
児
に
つ
い
て
は
、
蒲
松
齢
自
身
が
「
佼
夜
叉
」
の
初
め
に
時
興
的
と
言
っ
た
り
、「幸
雲
曲
」
の
第
一
回
第
一
文
中
で
「
世
事
若
児
循
環
、

人
不
似



前
、
新
曲
一
年
一
週
換
、
銀
出
対
応
．
才
芸
下
、
後
来
興
起
知
．
薬
師
町
、
札
一
南
半
．
挿
問
問
沼
山
川
町
、
又
興
起
正
徳
嬢
院
、
要
孫
児
異
様
的
新
鮮
」

（
点
線
を
附
し
た
も
の
は

曲
調
名
）
と
言
っ
て
い
る
か
ら
、
当
時
の
流
竹
山
調
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
れ
る
。
ま
た
同
時
に
、
彼
が
時
流
の
曲
調
に
た
い
し
て
い
か
に
敏
感
で
あ
っ
た
か
、

い
か
に
大
き
な
興
味
を
抱
い
て
い
た
か
、
が
推
察
さ
れ
る
。
各
山
中
に
お
い
て
も
こ
の
要
一
俣
児
の
使
用
さ
れ
る
段
が
他
の
曲
調
に
く
ら
べ
て
は
る
か
に
多
く
、

「
幸
雲
曲
」
、
「
史
、
森
曲
」
、「
措
頭
記
」
の
三
曲
が
全
国
を
こ
の
曲
調
一
種
で
通
し
て
い
る
。

各
曲
毎
に
使
用
さ
れ
た
山
調
（
百
江
月
、
清
江
引
を
除
く
）
の
種
類
を
数
字
で
一
不
す
と
、

磨
F
仁
ト
』

制
河

db 
30 

十塞

I石

口口

JL 

26 

吉
見
司
→
吐
由
市
’
山
川A

K
－
－

J
よ
ム
？

T
L

川
町
ノ
ム

I吉

ー
ィ
巾

I
H
m
 

曲
叩

法
叫
悲：

曲
目

翻

魔

税
問
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右
の
数
字
の
迎
い
に
よ
っ
て
、
作
者
が
曲
調
の
使
川
の
面
で
、
名
曲
に
諸
々
の
試
み
を
し
て
い
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。
分
段
し
で
あ
る
十
一
曲
の
毎
段
に

使
用
し
た
曲
品
（
且
江
川
凡
と
清
江
引
を
除
く
）
の
取
り
あ
げ
た
放
を
倹
1
4し
、
山
ら
れ
た
曲
河
川
の
種
ぽ
を
決
数
字
で
一
不
し
、
そ
の
各
々
の
数
だ
け
あ
る
曲
調
が

ーは一

各
曲
内
で
何
段
に
百
一
っ
て
使
用
さ
れ
た
か
を
立
川
数
字
で
一
不
し
、
表
に
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
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魔

政

十

回

3 

十
四
回

4 

二
十
八
回

妬主任

曲

三
十
六
回

右
に
よ
っ
て
、
周
氏
が
「
棲
妬
児
」
の
毎
回
使
用
曲
調
を
二
、
一
二
種
に
過
ぎ
な
い
と
言
っ
て
る
の
に
は
誤
差
が
あ
る
乙
と
が
知
れ
る
。
乙
の
出
の
使
用
曲
調
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の
種
類
に
は
一
乃
至
五
種
の
幅
が
あ
り
、
ゴ
一
桔
を
用
い
た
回
が
全
回
の
三
分
の
一
に
及
び
最
も
多
い
。

同
じ
曲
調
を
連
用
す
る
場
合
の
支
数
に
つ
い
て
は
川
氏
が
「
桟
妬
児
」
中
で
は
六
、
七
支
と
一
一
一
口
っ
て
い
る
の
は
正
し
い
が
、
他
の
曲
に
対
し
て
は
、
こ
の
数

は
必
ず
し
も
当
て
は
ま
ら
ず
、

「
幸
雲
由
」
で
は
六
乃
至
十
七
支
と
い
う
幅
が
あ
り
、
「
目
忍
森
山
」
で
は
十
九
乃
至
三
十
八
と
な
っ
て
い
る
。
と
の
文
数
と
い

う
も
の
は
、
明
斎
俗
由
の
場
合
は
、
各
段
の
内
容
や
散
文
の
部
分
の
占
め
る
量
と
も
関
係
し
て
い
て
、
と
く
に
作
者
の
遊
戯
的
態
度
ー
ー
た
と
え
ば
彼
の
得
意

と
す
る
五
更
歌
詠
体
（
後
述
）
の
使
用
と
か
品
物
に
関
す
る
誼
蓄
を
示
し
た
り
す
る
こ
と
ー
ー
が
表
面
に
出
る
程
度
の
如
何
に
よ
っ
て
、
少
く
も
な
れ
ば
多
く

も
な
っ
て
い
る
。

各
国
に
お
け
る
曲
調
の
組
織
法
は
、
由
に
よ
っ
て
異
り
、
前
向
の
表
の
十
一
曲
の
う
ち
九
曲
が
一
定
し
て
い
な
い
が
、

「
慈
悲
由
」
の
第
二
段
か
ら
第
六
段

ま
で
の
各
段
で
は
、
要
夜
児
、
明
叫
児
油
、
倒
叔
張
、
銀
位
糸
、
懐
郷
韻
、朕
落
金
銭
、

羅
江
怨
、

畳
断
橋
、
境
破
玉
の
九
曲
調
を
必
ず
と
の
順
序
で
使
用

し
、
終
り
に
清
江
引
を
つ
け
る
と
い
っ
た
仕
方
で
あ
り
、
第
一
段
だ
け
が
要
夜
児
の
前
に
一
男
栴
を
置
き
、
鉄
落
金
銭
を
使
っ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
こ
の

曲
は
、
曲
の
体
制
が
十
五
山
中
最
も
整
然
と
し
て
い
る
。
乙
れ
は
作
者
自
身
が
冒
頭
の
西
江
月
中
で
、

「
詞
句
的
日
経
推
敵
、
編
書
亦
費
鎖
研
」
と
表
明
し
て
い



る
創
作
態
度
の
あ
ら
わ
れ
の
一
つ
で
あ
る
。
「
姑
婦
曲
」
で
も
第
一
段
で
「
編
了
一
套
十
様
錦
的
」
と
言
い
、
男
破
玉
、
倒
板
張
、
欧
落
金
銭
、
銀
紐
糸
、
畳

断
橋
、
羅
江
怨
、
間
江
断
橋
（
再
用
）
一
日
目
娘
、
要
一
張
児
、
対
玉
環
の
順
序
の
組
合
せ
を
し
、
第
二
、
第
三
の
各
段
は
白
調
名
の
欠
け
た
筒
処
が
数
筒
処
あ
る

が
、
途
中
ま
で
は
第
一
段
と
同
由
耳
目
順
序
で
あ
る
か
ら
、
毎
段
九
程
の
山
吊
を
使
川
し
、
排
列
預
一
一
げ
も
ほ
ぼ
第
一
段
に
近
い
も
の
と
推
量
し
て
、
大
し
た
誤

り
は
な
い
と
思
う
。
た
、
次
第
三
段
で
は
九
番
目
に
羅
江
怨
が
置
か
れ
て
い
る
。
な
お
前
招
の
曲
調
種
類
の
数
字
の
一
覧
の
処
で
、
こ
の
曲
が
叩
と
あ
る
の
は
、

第
二
段
中
に
暁
町
児
泊
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

「
富
且
員
神
仙
」
、

曲
調
の
取
り
あ
げ
方
の
う
ち
で
と
く
に
注
目
さ
れ
る
も
の
の
一
つ
に
、
五
更
歌
詠
体
に
お
け
る
そ
れ
が
あ
る
。
こ
の
歌
詠
体
は
「
＋
平
雲
曲
」
、

「
磨
難
曲
」
の
四
曲
を
通
じ
て
八
箇
処
に
み
ら
れ
、
使
用
曲
調
も
要
該
児
、
銀
紐
糸
、
畳
断
橋
、
楚
江
秋
、
料
日
常
錦
、
剖
地
風
の
六
種
と
多

「
桟
妬
児
」
、

彩
な
展
開
を
見
せ
て
い
る
。
八
箇
処
の
歌
わ
れ
て
い
る
内
容
は
、
離
別
中
の
夫
婦
の
情
を
は
じ
め
と
し
て
、
い
ず
れ
も
な
に
か
暗
い
淋
し
い
雰
囲
気
を
盛
り
あ

一
曲
調
乃
至
四
曲
調
の
組
合
せ
に
よ
る
多
様
な
試
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。

げ
て
い
る
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。

m
w斎
小
曲
中
に
も
こ
の
歌
詠
体
は
九
曲
も
あ
り
、

内
容
も
「
新
婚
宴
曲
」
、

（
二
曲
と
も
後
述
）
の
二
曲
で
情
交
す
る
男
女
の
嬬
療
を
描
い
て
浪
路
な
興
趣
を
盛
り
あ
げ
て
い
る
以
外
に
は
、
い

ず
れ
も
前
記
俗
曲
中
の
も
の
と
同
傾
向
の
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
思
う
に
こ
の
体
は
五
段
に
分
れ
て
い
て
男
女
の
心
情
を
委
細
に
写
し
出
す
に
は
最
適
の
広
が

「
五
吏
合
歓
曲
」
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あ
り
、
作
者
は
そ
の
利
点
を
最
大
限
に
活
用
し
て
得
意
の
細
敏
な
描
写
力
を
発
押
し
て
い
る
。

明
斎
俗
曲
の
特
色
の
一
つ
と
し
て
、
詞
句
中
の
但
俗
方
言
の
使
用
が
あ
る
が
、
そ
の
使
用
の
程
度
も
、
各
曲
に
よ
り
、
ま
た
場
面
に
よ
っ
て
具
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
典
故
を
使
わ
な
い
純
粋
の
白
話
に
よ
る
表
現
を
、
周
氏
は
、
初
期
宋
元
南
戯
の
質
撲
な
風
味
を
も
つ
ば
か
り
で
は
な
く
、
伝
奇
、
雑
劇
の
詞
誌
に

誼
染
し
た
習
慣
を
打
破
し
た
も
の
と
し
て
一
向
く
評
価
し
、
そ
の
劇
作
の
容
易
な
ら
ぬ
と
と
、
及
び
そ
れ
を
克
服
し
た
作
者
の
手
腕
を
認
め
て
い
る
。
た
し
か
に

但
俗
方
言
を
活
用
し
駆
使
し
た
珊
斎
俗
曲
に
接
す
る
と
、
そ
の
表
現
法
の
も
た
ら
す
文
学
的
効
果
に
感
嘆
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

以
上
、
十
五
曲
を
形
式
の
面
か
ら
考
察
し
た
が
、
結
呆
と
し
て
、
作
者
の
意
慾
的
で
自
由
奔
放
な
劇
作
態
度
が
強
く
印
象
に
残
る
。

蒲
松
齢
の
俗
曲
執
筆
が
い
つ
頃
か
ら
始
ま
っ
た
か
は
明
白
で
な
い
。
そ
の
製
作
年
に
つ
い
て
、
何
市
子
氏
は
、
作
者
の
生
涯
と
作
品
と
を
照
合
す
る
と
晩
年



「
磨
難
曲
」
を
、
作
品
中
に
反
映
さ
れ
た
災
害
の
情
況
を
考
拠
に
し
て
、
作
者
六
十
五
才
以
後
の
作
と
述
べ
て
い
る
。

4
N叫

作
年
令
は
大
体
こ
の
何
氏
の
推
定
を
沼
め
て
よ
い
と
思
う
。
こ
の
曲
の
外
に
は
、
な
お
「
伶
夜
又
」
が
末
尼
の
出
詞
の
記
述
か
ら
六
十
才
頃
の
作
と
推
定
さ
れ

州
出

る
。
ま
た
「
窮
漢
詞
」
ば
、
早
子
佼
旧
政
紗
一
本
に
よ
れ
ば
、
一
二
十
七
才
時
の
作
で
あ
り
、
「
討
作
芯
楽
」
は
三
十
五
才
頃
の
作
と
れ
定
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
四
山
の

の
作
だ
と
推
定
し
、

「
磨
難
曲
」
の
製

製
作
年
令
か
ら
考
え
る
と
、
明
斎
俗
曲
の
創
作
は
、

三
十
年
近
く
の
長
年
月
に
亘
っ
て
い
る
。
小
曲
の
製
作
時
を
み
て
み
る
と
、

「
明
斎
志
児
〈
」
の
執
笠
と
同
じ
く
、
短
い
年
月
の
同
に
集
中
的
に
な
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
少
く
と
も

「
夜
間
忠
夫
由
」
が
二
十
七
才
、

「
新
府
宴
曲
」
が
二
十
八
才
、
「
尼
姑
思
俗

曲
」
が
三
十
四
才
、

「
露
水
珠
児
曲
」
が
三
十
五
才
、
「
狐
女
間
学
」
が
六
十
四
才
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
令
の
作
で
あ
り
、
や
は
り
四
十
年
近
く
の
長
期
間
に

「
一
群
雁
曲
」
、
「
奇
怪
奇
怪
曲
」
「
凄
涼
両
字
曲
」
、
「
恰
肌
児
曲
」
、

同
町

小
曲
は
、
蒲
松
齢
が
民
間
の
小
曲
を
そ
の
ま
〉
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
明
斎
小
曲
の
特
色
は
、
浦
松
齢
好
み
の
題
材
を
取
り
あ
げ
て
創
作
し
た
小
曲
に
顕

亘
っ
て
い
る
。

「
春
景
曲
」
、「
秋
景
曲
」
、

「
大
雪
紛
紛
由
」
、
「
細
細
雨
児
曲
」
の
八

著
で
あ
る
。
康
照
六
年
、
彼
が
二
十
八
才
の
仲
春
の
一
日
、
玉
村
の
古
城
に
遊
び
に
出
て
、
友
人
と
世
間
話
を
し
て
い
る
と
、
た
ま
た
ま
隣
家
の
望
族
の
邸
で

婚
宴
曲
」
で
あ
る
が
、

結
婚
式
を
挙
げ
て
い
る
の
に
あ
い
、
人
生
の
極
楽
は
新
婚
の
夜
に
あ
る
、
と
感
懐
に
ふ
け
っ
た
。
そ
し
て
一
切
き
あ
が
る
感
興
を
こ
め
て
作
っ
た
の
が
小
曲
「
新

そ
こ
に
は
早
く
も
蒲
桧
齢
ら
し
い
間
一
日
中
の
描
写
が
な
さ
れ
、
浪
艶
に
し
て
矯
療
な
る
明
斎
色
が
溢
れ
て
い
る
。
製
作
年
令
不
明
の
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「
五
更
合
歓
曲
」
に
な
る
と
、
そ
の
よ
う
な
色
彩
は
頂
点
に
達
し
て
い
る
感
が
あ
る
。
十
五
曲
中
の
「
琴
悲
楽
」
も
同
じ
特
色
を
持
つ
作
で
あ
る
。
十
八
に
な

る
娘
が
結
婚
し
て
夫
婦
の
真
の
楽
し
み
を
知
る
ま
で
の
推
移
転
変
を
四
十
一
支
に
及
ぶ
曲
詞
と
散
文
と
で
長
々
と
綴
っ
て
い
る
が
娘
か
ら
、

一
人
前
の
女
に
な

る
ま
で
の
行
動
と
心
理
を
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
隼
調
を
混
じ
え
て
心
憎
い
ま
で
に
美
事
に
委
細
な
描
写
を
な
し
と
げ
、
と
く
に
間
同
店
内
の
状
を
唱
っ
た
曲
詞
は
次

の
一
節
を
み
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
病
療
の
境
を
展
開
し
て
い
る
。

把
俺
温
存
、
把
俺
温
存
、
灯
下
看
的
十
分
真
、
究
家
甚
風
流
、
他
与
奴
家
直
相
近
、
接
定
奴
身
、
指
定
奴
身
、
低
声
不
住
的
叫
親
親
、
他
仔
叫
了
我
一
声
、

我
就
揮
身
麻
一
陣
ι

こ
の
曲
の
最
初
に
「
老
夫
少
妻
不
合
陰
陽
感
慨
詩
」
な
る
詩
を
置
き
、
次
の
「
山
中
楽
」
の
唱
詞
中
で
、
俗
を
離
れ
自
然
を
相
手
に
し
晴
耕
雨
読
し
て
杯
酒

に
楽
し
む
生
活
は
王
漁
洋
先
生
で
も
な
し
得
な
い
も
の
だ
と
言
い
、
金
傍
題
名
時
」
と
姑
し
い
こ
と
を
五
言

イ
り

川
げ
ま

四
句
に
ま
と
め
て
附
し
、
清
江
引
の
後
、
最
初
の
散
文
で
「
ど
う
し
ょ
う
も
な
い
時
に
ふ
と
新
詞
を
譜
す
る
の
は
、
そ
れ
は
閑
だ
か
ら
で
は
な
く
、
心
を
費
す

「
久
早
逢
甘
雨
他
郷
過
故
知

洞
一
民
花
畑
夜



あ
る
。
男
子
の
心
事
は
、
だ
れ
で
も
が
知
っ
て
い
よ
う
。

の
は
別
に
深
意
を
蔵
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
主
口
笑
を
借
り
た
の
は
、
罵
り
が
悪
評
に
変
り
、
ど
う
に
も
理
解
さ
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
を
恐
れ
た
か
ら
で

川
町

ち
ょ
っ
と
筆
の
す
さ
び
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。
」
と
言
い
、
曲
の
終
り
に
「
で
た
ら
め
に

ま
あ
、

口
に
ま
か
せ
て
述
べ
た
が
、
俗
で
は
な
く
、
ま
た
雅
で
も
な
い
し
、
写
景
描
情
は
真
で
は
な
く
、
ま
た
仮
で
も
な
い
。
男
子
が
不
遇
な
の
は
、
処
女
が
嫁
に
ゆ
か

な
い
よ
う
な
も
の
、
時
運
が
来
な
け
れ
ば
、
誰
だ
っ
て
そ
の
男
を
笑
い
者
に
す
る
し
、
時
運
が
来
れ
ば
、
だ
れ
で
も
彼
を
羨
し
く
思
う
も
の
で
あ
る
。
私
は
無
事

グ
琴
悲
楽d
の
小
山
を
編
成
し
た
が
、
と
の
ひ
ま
な
遊
び
は
、
す
べ
て
た
わ
ご
と
で
あ
り
、
ま
た
胸
中
の
愁
い
を
解
い
て
く
れ
る
。
と
も
あ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ

吋
切

て
憂
悶
を
払
お
う
と
思
う
時
、
歌
え
ば
私
は
た
ち
ま
ち
に
楽
し
く
な
る
の
で
あ
る
。
」
と
述
べ
、
次
にH打
泊
詩
d

（
俗
語
を
混
じ
え
て
詠
ん
だ
謂
語
詩
）
を

附

置
き
最
後
に
自
題
し
て
「
宮
貴
功
名
は
運
命
に
よ
る
も
の
で
自
分
の
せ
い
で
は
な
く
、
自
然
の
美
し
さ
も
夫
婦
の
楽
し
み
も
そ
れ
と
は
関
わ
り
な
い
。
（
中
略
）

と
の
由
を
俗
人
が
み
る
の
を
好
ま
ず
、
物
の
真
価
の
わ
か
る
人
の
一
双
の
俊
限
を
待
つ
も
の
で
あ
る
よ
と
誌
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
文
を
読
ん
で
く
る
と
、

乙
の
曲
の
創
作
が
蒲
松
齢
の
胸
中
の
憂
悶
を
払
う
た
め
に
行
な
わ
れ
た
と
と
、
ま
た
そ
の
憂
悶
は
彼
の
不
遇
か
ら
生
ず
る
も
の
で
あ
っ
た
乙
と
が
充
分
に
察
せ

ω
 

ら
れ
よ
う
。
彼
の
不
遇
と
は
、
科
挙
不
第
を
指
し
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

「
新
府
宴
曲
」
、「
五
克
人
口
歓
曲
」
、「
琴
悲
楽
」
と
見
て
く
る
と
、
男
女
夫
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婦
の
和
合
歓
楽
を
取
り
あ
げ
て
そ
の
曲
化
に
恐
か
れ
た
よ
う
に
打
ち
こ
む
作
者
の
姿
が
訪
仰
と
し
て
く
る
。「
窮
漢
詞
」
で
は
、
夫
婦
生
活
の
ほ
か
に
楽
し
み

の
な
い
よ
う
な
貧
之
人
が
福
の
神
に
貧
之
の
苦
し
さ
を
訴
え
る
姿
を
滑
桔
に
浮
彫
り
に
し
て
い
る
。
未
成
稿
の
「
醜
佼
巴
」
も
、
藩
金
蓮
に
魂
を
う
ば
れ
て
し

ま
う
猪
八
戒
の
好
色
を
長
い
曲
詞
で
詠
ん
で
い
る
。
乙
の
二
曲
の
創
作
態
度
も
や
は
り
「
琴
悲
楽
」
の
場
合
と
同
じ
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

何
満
子
氏
は
「
抑
斎
志
具
」
の
「
張
鴻
漸
」
の
物
語
に
取
材
し
た
「
宮
貴
神
仙
」
と
「
磨
難
由
」
と
に
対
し
て
、
乙
の
二
作
品
中
に
は
「
張
鴻
漸
」
よ
り
は

る
か
に
作
者
の
生
活
に
対
す
る
視
野
の
広
が
り
が
み
ら
れ
、
同
じ
く
「
明
斎
志
異
」
に
取
材
し
た
「
姑
知
曲
」
、
「
慈
悲
曲
」
、
「
翻
魔
映
」
三
曲
の
よ
う
な
、
単

な
る
旧
道
徳
観
に
立
脚
し
た
勧
善
懲
悪
の
主
題
思
想
を
盛
っ
た
作
品
に
は
見
ら
れ
な
い
煩
雑
な
創
作
技
術
が
つ
く
さ
れ
、
作
者
の
芸
術
的
能
力
を
高
度
に
発
揮

し
た
も
の
と
み
て
い
る
。
と
く
に
何
氏
は
「
陸
地
曲
」
を
明
夜
俗
曲
中
で
の
、
マ
ル
ク
ス
主
義
と
同
じ
も
の
に
到
達
し
て
い
る
優
れ
た
作
品
と
し
て
認
め
て
い

る
。
何
氏
の
主
張
の
焦
点
は
、
こ
の
作
品
に
見
ら
れ
る
反
目
的
盗
賊
の
行
動
と
非
道
な
日
史
の
酷
虐
と
に
し
ぼ
ら
れ
て
い
る
。
た
し
か
に
そ
の
「
水
詳
伝
」
的

な
盗
賊
の
行
到
の
筋
は
で
弘
鴻
漸
」
や
「
官
賞
神
白
」
に
は
な
い
も
の
で
あ
る
し
、
ま
た
「
宮
古
神
仙
」
で
は
、

「
張
鴻
漸
」
よ
り
大
分
筋
が
複
雑
に
は
な
っ

て
い
る
。
し
か
し
だ
か
ら
と
言
っ
て
、

「
宮
貴
神
仙
」
や
「
磨
難
曲
」
を
「
姑
婦
曲
」
や
「
慈
悲
曲
」
よ
り
芸
術
的
に
よ
り
優
れ
た
作
品
で
あ
る
と
は
言
え
な



い
。
ま
た
同
じ
く
「
明
斎
志
異
」
の
「
商
三
官
」
と
「
席
方
平
」
に
取
材
し
た
「
寒
森
由
」
に
つ
い
て
、
何
氏
が
、

「
商
三
官
」
や
「
席
方
平
」
に
反
映
さ

れ
た
旧
社
会
の
人
間
の
不
平
と
被
圧
迫
者
の
反
抗
の
気
持
を
強
化
し
た
も
の
で
、
作
者
の
芸
術
上
の
思
考
と
組
織
能
力
の
非
凡
さ
が
あ
ら
わ
れ
た
作
品
と
評
し

た
の
も
、
マ
ル
ク
ス
主
義
者
の
何
氏
の
一
一
一
一
口
と
し
て
は
理
解
で
き
な
い
こ
と
も
な
い
。
し
か
し
わ
た
く
し
に
言
わ
せ
れ
ば
、

「
宮
貴
神
仙
」
や
「
磨
難
曲
」
の
通

俗
戯
曲
と
し
て
の
本
筋
は
、
張
鴻
漸
一
家
の
離
合
集
散
の
筋
に
あ
り
、
作
者
は
夫
婦
の
情
の
美
し
さ
、
波
嫡
万
丈
の
米
奇
し
き
対
面
を
遂
げ
る
親
子
夫
婦
の
歓

喜
の
中
に
、
人
間
の
無
上
の
幸
福
な
姿
を
拍
き
尽
く
そ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
寒
森
曲
」
に
し
て
も
、
仇
討
を
遂
行
し
た
少
女
三
官
の
悲
壮
な
姿
と

正
義
の
た
め
に
は
ζ

の
上
な
い
酷
虐
さ
を
も
も
の
と
も
せ
ず
に
つ
き
進
む
商
臣
（
三
官
の
兄
）
の
像
を
描
く
と
と
が
本
筋
で
あ
り
、
社
会
批
判
を
目
的
に
し
た

作
で
は
な
い
。
彼
自
身
運
命
論
的
な
応
報
思
想
を
根
深
く
蔵
し
て
い
た
蒲
松
齢
は
、
こ
の
よ
う
な
善
人
た
ち
が
最
後
に
は
幸
福
を
勝
ち
と
る
姿
を
描
き
出
し
た

か
っ
た
に
違
い
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
「
翻
魔
挟
」
で
は
、
男
ま
さ
り
の
女
主
人
公
仇
大
姐
が
、
た
よ
り
な
い
弟
た
ち
の
一
家
に
降
り
か
〉
る
禍
い
を
処
理
し

て
ゆ
く
た
く
ま
し
い
姿
を
中
心
に
し
て
、

仇
一
家
が
離
散
の
苦
労
の
果
に
回
目
を
つ
か
む
幸
福
と
悪
人
の
滅
亡
を
拙
い
て
い
る
。
何
氏
は
「
明
斎
志
真
」

の

「
仇
大
娘
」
に
取
材
し
た
こ
の
作
品
を
「
姑
婦
曲
」

「
慈
悲
曲
」
と
ひ
と
ま
と
め
に
し
て

原
作
の
物
語
自
身
の
伝
奇
性
が
強
か
っ
た
た
め
に
わ
ず
か
な
増
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減
を
加
え
て
戯
曲
に
し
た
て
た
の
だ
、
と
言
っ
て
い
る
が
、
乙
れ
も
査
強
附
会
の
見
解
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
伝
奇
性
が
強
い
の
は
、
な
に
も
こ
の
三
曲
の

原
作
の
み
で
は
な
か
ろ
う
。
何
氏
が
こ
の
三
曲
よ
り
も
作
品
と
し
て
暗
に
優
位
に
置
い
て
い
る
「
桟
妬
児
」
の
取
材
源
の
恐
妻
物
語
「
江
城
」
に
し
て
も
、
伝

奇
性
が
弱
い
な
ど
と
は
決
し
て
言
え
た
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
稀
代
の
伴
妻
が
貞
婦
に
豹
変
す
る
「
江
城
」
の
方
が
、
ず
っ
と
伝
奇
性
が
強
い
か
も
し
れ
な

い
の
で
あ
る
。
ま
た
何
氏
が
「
桟
妬
児
」
の
分
析
の
中
で
、
伊
妻
の
横
暴
と
恋
性
と
は
家
柄
の
つ
り
あ
わ
ぬ
と
と
に
源
を
ひ
く
猪
疑
の
心
理
と
闘
係
が
あ
り
、
か

か
る
夫
婦
問
の
破
裂
の
因
果
に
は
深
刻
な
社
会
関
係
が
存
在
す
る
と
断
じ
た
の
も
、
作
品
の
焦
点
を
見
誤
っ
た
説
で
あ
り
、
わ
た
く
し
に
は
う
な
ず
け
な
い
。

こ
の
曲
の
面
白
さ
は
、
夫
を
い
じ
め
抜
く
惇
妻
の
拍
写
に
あ
り
、
ま
た
妻
以
外
の
女
性
に
も
闘
心
を
抱
か
ざ
る
を
得
ず
、
さ
ら
に
妻
に
対
し
て
女
性
の
み
の
も

つ
や
さ
し
い
ぽ
を
の
み
ひ
た
す
ら
求
め
よ
う
と
す
る
男
性
を
描
い
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

わ
た
く
し
は
以
前
に

「
明
斎
志
具
一
の
論
賛
的
随
想
文
で
あ
る

そ
の
中
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
蒲
松
帥
の
感
恕
の
中
で
も
と
く
に
注
目
さ
れ
る
も
の
と
し
て
、凶

の
、
女
性
に
関
す
る
も
の
、
当
時
の
役
人
の
不
正
不
当
な
行
為
行
動
に
関
し
て
発
せ
ら
れ
た
も
の
の
三
種
を
指
適
し
た
。
そ
れ
ら
は
言
う
な
れ
ば
、
人
間
に
対

「
単
一
史
氏
日
」
を
取
り
あ
げ
て

人
間
の
愚
か
さ
に
関
す
る
も

す
る
蒲
松
齢
の
深
い
洞
察
の
結
果
で
あ
り
、
女
性
に
対
す
る
愛
情
と
興
味
と
嫌
悪
と
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
り
、

庶
民
的
な
反
抗
感
情
の
代
弁
で
あ
る
。

そ
し
て



さ
ら
に
そ
れ
ら
の
感
恕
は
、

蒲
秘
齢
の
文
人
的
な
鋭
敏
な
人
間
的
感
受
性
や
正
義
感
か
ら
発
し
て
い
る
と
見
る
べ
き
だ
と
思
う
。
人
間
的
に
み
て
不
当
と
み

な
さ
れ
る
役
人
の
行
為
に
対
す
る
彼
の
言
辞
に
ほ
、
拾
い
社
会
的
な
主
張
は
な
い
。

「
見
「
森
曲
」
、「
出
口
同
点
同
一
神
仙
」
、

「
磨
難
曲
」
に
悪
徳
官
吏
や
極
悪
人
を
取

り
あ
げ
て
糾
仰
の
筋
を
そ
え
た
の
も
、
そ
れ
ば
あ
く
ま
で
も
伎
の
正
説
的
山
山
に
仰
い
ざ
す
も
の
と
み
る
べ
き
で
あ
一
ろ
。
早
川
清
志
民
」
の
芋
婦
物
語
一
珊
瑚
」

に
取
材
し
た
「
姑
帰
由
」

は
、
原
作
で
す
で
に
拙
か
れ
た
女
主
人
公
の
い
じ
ら
し
い
ま
で
の
女
心
を
、

川
の
立
地
思
ー
さ
や
斗
一
読
此
の
伊
妻
ぷ
り
の
拍
写
を
原
作

よ
り
細
紋
な
も
の
に
す
る
手
法
と
の
対
称
に
よ
っ
て
と
ら
え
、
な
お
一
層
印
象
の
皮
の
市
め
ら
れ
た
戯
曲
に
仕
立
上
げ
て
い
る
。
こ
れ
を
書
い
た
作
者
の
脳
哀

に
は
、
珊
瑚
こ
そ
最
も
叩
恕
的
な
女
性
と
し
て
拙
か
れ
て
い
た
に
違
い
な
い
。

「
一
階
妬
児
」
で
は
、
江
城
を
は
じ
め
と
す
る
伴
妻
た
ち
の
行
動
言
辞
を
放
告
に

表
現
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
女
刊
の
木
性
に
巣
く
う
蚊
妬
心
を
巧
妙
に
表
出
し
、
女
性
の
心
刊
に
対
す
る
作
者
の
深
い
洞
察
力
と
優
れ
た
芸
術
上
の
手
腕
と
を

充
分
に
う
か
Y

わ
せ
て
く
れ
る
。

さ
ら
に
戯
曲
の
演
出
面
か
ら
み
て
も
、
他
の
曲
よ
り
一
頭
地
を
抜
い
て
い
る
作
品
で
あ
る
。
何
満
子
氏
は
こ
の
曲
の

開

場
d

の
終
り
か
ら
本
筋
に
入
る
部
分
の
創
作
的
手
法
を
、
極
め
て
自
然
に
し
て
巧
み
な
も
の
と
称
讃
し
て
い
る
が
、
こ
の
点
で
は
、
わ
た
く
し
も
ま
っ
た
く
同

感
で
あ
る
。
周
氏
も
こ
の
グ
開
場
d

の
演
出
を
丑
を
使
う
稀
な
例
と
し
て
指
適
し
、
丑
が
登
上
し
て
西
江
月
の
引
子
を
念
請
し
、
次
い
で
字
字
双
調
の
v

内
場
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問
答
d
を
置
き
、
山
坂
羊
、
息
羅
抱
な
ど
の
曲
調
で
恐
妻
男
の
情
景
を
唱
い
あ
げ
、
さ
ら
に
有
名
な
恐
妻
家
戚
紋
光
の
故
事
に
と
進
む
抗
移
を
、
宋
元
話
本
の

グ
入
話d
を
見
る
よ
う
だ
と
評
し
て
い
る
。
し
か
も
周
氏
は
、
蒲
松
齢
が

d
m内
d

と
い
う
こ
と
に
対
し
て
、
心
の
奥
に
深
い
痛
み
を
抱
い
て
い
た
ら
し
い
、

間

さ
も
な
け
れ
ば
こ
の
曲
の
各
回
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
文
立
を
用
い
て
そ
の
様
相
を
極
め
尽
し
た
表
現
が
生
ま
れ
て
来
な
か
っ
た
は
ず
だ
、
と
言
っ
て
い
る
。
こ

の
考
察
は
「
一
様
妬
児
」
創
作
の
根
底
に
大
き
く
横
た
わ
る
重
要
な
要
素
を
適
確
に
見
ぬ
い
た
も
の
で
、
わ
た
く
し
の
考
え
と
全
く
一
致
す
る
。

「
慈
悲
曲
L
も
「
摂
妬
児
」
と
同
じ
く
注
目
す
べ
き
作
品
で
あ
る
。
明
斎
俗
曲
中
に
お
い
て
持
っ
そ
の
重
要
性
は
、
す
で
に
述
べ
た
曲
調
使
用
法
、
組
合
法

な
ど
形
式
の
面
の
み
か
ら
も
お
よ
そ
察
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
単
に
形
式
の
面
の
み
な
ら
ず
、
内
容
の
面
か
ら
み
て
も
、
さ
ら
に
は
作
者
の
創
作

態
度
の
上
か
ら
み
て
も
注
目
さ
せ
ら
れ
る
。

「
柳
斎
志
川
北
（
」
の
「
張
誠
」
と
い
う
継
子
い
じ
め
の
民
間
説
話
と
家
族
の
離
介
集
散
の
説
話
と
の
集
合
し
た
物
語

を
題
材
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
物
語
が
作
者
を
極
度
に
感
激
さ
せ
た
話
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
、
こ
の
作
品
を
形
成
し
た
一
つ
の
大
き
な
力
で
あ
っ
た
こ
と

は
み
の
が
せ
な
い
。

「
張
誠
」
の
「
異
史
氏
日
」
の
中
で
、
花
松
齢
は
こ
の
話
を
聴
い
た
時
の
彼
自
身
の
異
常
な
ま
で
の
感
放
を
告
白
し
た
。
そ
と
に
わ
た
く

し
は
、
作
者
の
単
純
な
る
人
間
性
を
見
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
あ
た
た
か
い
人
間
味
を
感
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
。

「
慈
悲
曲
」
の
第
一
段
で
作
者
は
、
世
間
に
二
種



類
の
も
っ
と
も
耐
え
が
た
い
も
の
が
あ
り
、
そ
の
一
つ
は
妾
で
あ
り
、
他
の
一
つ
は
後
妻
で
あ
っ
て
、
な
か
で
も
後
妻
こ
そ
世
間
の
悪
の
根
源
で
あ
る
と
少
々

極
端
な
言
を
吐
い
て
い
る
が
、
第
一
段
か
ら
第
三
段
ま
で
に
お
い
て
は
、

「
張
誠
」
の
継
子
い
じ
め
の
部
分
を
蚊
街
し
て
、
後
妻
の
ひ
ど
さ
と
桝
子
の
悲
境
と

を
描
い
て
い
る
。
そ
れ
は
安
易
な
的
善
出
思
の
唯
一
「
の
み
に
よ
っ
て
書
き
あ
げ
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
そ
こ
に
ば
、
役
十
帝
京
の
な
さ
ぬ
仲
の
子
に
対
す
る
非
人
間

的
な
仕
打
に
対
す
る
作
者
の
深
い
憎
し
み
が
没
み
出
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
恰
し
み
は
、
女
性
の
も
つ
悪
位
に
対
す
る
作
者
の
手
き
び
し
い
批
判
に
よ

っ
て
生
ま
れ
出
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
中
国
の
文
学
に
は
極
め
て
多
く
見
ら
れ
る
家
族
の
既
合
集
散
の
物
語
が
、
と
り
わ
け
戯
劇
性
に
豊
ん
だ
題
材
で
あ
る
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

蒲
松
齢
は
こ
の
曲
の
ほ
か
に
前
述
の
「
翻
魔
残
」
、
「
富
貴
神
曲
、

「
醇
難
曲
」
の
三
曲
で
も
、

同
じ
く
離
合
集
散
物
語
に
取
材

し
た
。
こ
の
よ
う
に
こ
の
種
の
曲
が
十
五
曲
の
四
分
の
一
を
占
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
や
は
り
注
意
す
べ
き
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
作
者
が
そ
の
よ
う
な
話

に
感
激
し
や
す
か
っ
た
と
い
う
の
は
、
こ
れ
を
換
言
す
れ
ば
作
者
は
離
合
集
散
の
物
語
の
中
に
、
作
者
が
運
命
の
奇
な
る
乙
と
と
人
間
感
情
の
美
し
い
昇
華
と

を
強
烈
に
感
じ
と
っ
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
乙
の
、
作
者
の
好
ん
だ
筋
と
主
題
を
中
心
に
し
て
、
女
性
の
悪
へ
の
観
察
を
示
し
た
の
が
、
乙
の
「
慈

悲
曲
」
で
あ
る
と
言
っ
て
も
差
支
え
な
か
ろ
う
。
そ
の
か
開
場

μ
に
あ
た
る
西
江
月
の
詞
を
み
れ
ば
、
作
者
が
い
か
に
こ
の
作
品
の
製
作
に
精
力
を
集
中
し
て

凶

い
た
か
Y

う
か
Y

わ
れ
る
し
（
四
十
八
頁
引
用
参
照
）
、
さ
ら
に
乙
の
曲
を
出
版
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
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貴
種
流
離
習
の
文
学
様
式
を
も
っ
た
「
幸
雲
曲
」
は
、
十
五
曲
中
最
も
長
一
編
小
説
的
な
味
わ
い
を
帯
び
て
い
る
作
品
で
あ
る
。
好
色
の
明
の
正
徳
帝
が
女
性

を
求
め
て
旅
行
を
し
、
種
々
な
る
顛
難
を
上
帝
の
加
護
に
よ
っ
て
克
服
し
、
悪
人
を
諒
伏
し
て
、
愛
す
る
女
性
仏
勤
心
を
手
に
入
れ
る
筋
で
あ
る
が
、
第
十
一

回
の
か
怨
怨
d

の
曲
を
は
じ
め
と
し
て
、
第
十
七
回
に
み
え
る
林
に
つ
い
て
の
作
者
の
知
識
の
披
握
や
、
第
十
九
回
の
酒
令
の
遊
戯
な
ど
、
い
か
に
も
余
裕
を

も
っ
た
遊
戯
的
態
度
で
書
か
れ
た
作
品
ら
し
く
思
わ
れ
る
。
通
俗
小
説
的
興
味
の
盛
り
上
っ
た
曲
で
、
時
流
の
要
該
児
一
曲
調
で
全
回
を
通
し
て
い
る
点
で
も

注
目
さ
れ
る
。
こ
の
由
と
同
じ
く
曲
詞
を
要
該
児
調
の
み
で
通
し
た
「
脂
頭
記
」
は
、
老
父
を
め
ぐ
っ
て
あ
さ
ま
し
い
人
間
性
を
見
せ
る
息
子
夫
婦
た
ち
の
行

為
を
表
出
し
、
作
者
の
人
間
性
に
対
す
る
深
い
え
ぐ
り
と
調
刺
の
手
腕
を
み
せ
た
住
作
で
あ
り
、
但
語
の
駆
使
が
大
い
に
効
果
を
あ
げ
て
い
る
。
同
じ
く
要
該

児
一
調
の
「
俊
夜
文
」
は
、
賭
博
に
熱
中
す
る
夫
を
正
道
に
つ
か
せ
た
惇
妻
の
珍
ら
し
い
行
動
を
と
り
あ
げ
た
作
で
、
こ
こ
に
も
惇
妻
に
対
す
る
作
者
の
関
心

が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
仙
女
呉
彩
鷲
の
故
事
を
題
材
と
し
て
夫
の
た
め
に
つ
く
す
仙
女
の
人
間
的
な
情
を
主
題
と
し
た
「
蓬
莱
宴
」
と
三
国
志
説
話
中
の
関
羽

が
曹
操
を
逃
が
す
物
語
に
取
材
し
た
「
快
出
」
の
二
由
の
製
作
も
、
他
の
曲
と
同
じ
く
、
作
者
蒲
松
齢
の
人
間
性
に
対
す
る
興
味
観
照
に
つ
な
が
る
も
の
を
も



っ
て
い
る
が
、
紙
員
の
関
係
で
詳
述
は
さ
け
る
こ
と
に
す
る
。

以
上
、
十
五
曲
を
内
容
の
面
か
ら
考
察
し
た
が
、
題
材
は
各
積
各
様
で
あ
る
も
の
の
、
や
は
り
蒲
松
齢
好
み
の
も
の
が
多
く
、
怪
異
よ
り
も
人
間
に
対
す
る

深
い
強
い
関
心
が
示
さ
れ
て
い
る
と
と
は
み
の
が
せ
な
い
重
要
な
点
で
あ
る
。

注ω

一
九
五
三
年
一
二
月
中
華
書
局
出
版
の
「
中
国
戯
劇
史
」
第
七
草
「
清
初
的
戯
劇
」
中
四
九
一
t

七
頁
。
木
書
を
修
訂
増
補
し
た
一
九
六
O
年
一
月
人
民
文
学
社
出
版
の
「
中

国
戯
劇
史
長
編
」
で
は
四
O
六
t

一
O
頁
。

ω

碑
陰
に
「
富
貴
神
仙
曲
後
変
磨
難
出
」
と
し
て
あ
り
、
乙
の
ニ
曲
を
一
和
と
数
え
て
十
四
極
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
わ
た
く
し
は
出
の
実
際
の
数
の
方
で
数
え
る
べ
き

だ
と
岡
山
ぅ
。

ω

何
満
子
著
「
蒲
松
齢
与
珊
斎
志
異
」
（
一
九
五
五
年
一
月
上
海
出
版
公
司
出
版
〉
所
収
。
本
書
四
一t
七
二
頁
。

ω

一
九
六
二
年
八
月
中
華
書
局
出
版
。
上
下
二
冊
。

制
中
華
民
国
二
十
五
年
（
一
九
三
六
）
十
月
世
界
幸
一
日
局
出
版
、
全
四
冊
。
「
蒲
松
齢
集
」
で
は
本
書
所
収
の
「
明
斎
鼓
詞
集
」
と
「
醒
世
姻
縁
」
と
を

J
水
源
不
詳
。
あ
る
い
は

蒲
松
齢
の
作
か
ど
う
か
老
定
未
能
で
あ
る
と
し
て
除
い
て
あ
る
。

的
問
「
蒲
松
齢
集
」
下
冊
の
路
大
荒
氏
の
「
編
訂
後
記
」
に
よ
る
と
、
路
氏
の
み
て
い
る
「
閏
盤
泰
声
」
と
い
う
舎
が
、
と
の
「
琴
翠
楽
」
で
あ
る
と
の
説
が
あ
る
ら
し
い
。
し

か
し
路
氏
は
、
証
拠
が
な
い
か
ら
浦
氏
の
作
品
で
あ
る
か
ど
う
か
考
定
し
が
た
い
し
、
内
容
も
色
情
的
だ
か
ら
収
め
な
か
っ
た
と
誌
し
て
い
る
。

加
山
東
省
済
南
府
楢
川
県
域
内
文
化
街
の
天
山
閣
所
蔵
砂
本
の
復
写
本
。
「
来
琵
楽
曲
」
と
内
題
し
、
蒲
秘
齢
遺
作
と
し
て
あ
る
。
最
初
の
詩
の
後
に
く
る
「
山
中
楽
」
の
末
尾

に
「
柳
泉
酔
後
作
於
珊
斎
南
留
下
」
と
あ
り
、
終
り
の
「
打
仙
詩
」
（
註
同
参
照
）
の
あ
と
に
、
作
者
の
感
懐
を
の
べ
た
「
留
仙
白
題
」
の
文
が
あ
り
、
次
に
康
問
三
十
四
年

に
書
か
れ
た
高
念
東
の
践
と
康
照
三
十
三
年
に
苦
か
れ
た
親
友
李
希
栴
の
詩
肢
が
あ
る
。
と
れ
ら
の
記
載
と
作
品
の
内
容
、
但
語
の
使
用
な
ど
の
点
を
綜
合
す
る
と
、
蒲
村
松
齢

の
作
で
あ
る
と
と
は
疑
い
な
い
も
の
と
考
定
さ
れ
る
。

ω判
長
男
蒲
詐
の
書
い
た
「
清
故
顕
考
歳
進
士
、
候
選
儒
学
訓
導
柳
泉
公
行
述
」
の
文
中
に
、
士
山
異
に
つ
い
て
述
べ
た
後
で
、
「
又
演
九
通
俗
雑
由
、
使
街
街
里
巷
之
中
、
見
者

歌
、
而
問
者
亦
泣
、
貫
一
救
世
婆
心
、
直
将
使
男
之
雅
者
、
俗
者
、
女
之
伴
者
、
拓
者
、
尽
挙
而
旬
於
一
一
嗣
之
中
。
」
と
い
＼
同
じ
く
「
祭
文
」
の
中
に
「
間
摘
其
巾
之
果
報

不
爽
者
、
出
九
通
俗
之
山
、
無
不
股
友
人
U

」
と
凡
え
る
。
グ
問
曲
4

は
芸
叫
に
見
え
る
。

剛
山
の
一
一
刊
で
、
も
と
は
北
京
で
乞
食
が
人
京
、
店
到
で
釧
片
を
打
ち
川
ら
し
な
が
ら
川
明
汗
を
作
っ
て
明
っ
た
川
一
刊
か
ら
山
山
て
い
る0
4一
一
日
主
の
芯
味
は
「
耳
ざ
わ
り
の
よ
い

訴
を
数
え
あ
げ
て
ゆ
く
」
と
い
う
こ
と
で
、
老
人
に
対
し
て
「
老
珂
児
栢
気
好
」
と
言
つ
だ
り
、
的
に
対
し
て
は
「
姑
松
長
打
好
」
と
二
一
一
口
つ
だ
り
す
る
と
と
か
ら
牛
．
ま
れ
た
も

の
で
あ
る
。
そ
れ
が
と
の
乞
食
を
指
す
言
葉
と
も
な
っ
た
。
か
な
り
以
前
か
ら
存
在
し
て
い
た
ら
し
い
。
「
窮
漢
詞
」
の
も
の
は
次
の
辺
り
。

大
年
初
て
焼
位
名
香
、
三
蓋
清
茶
、
障
了
一
万
個
響
音
、
就
把
財
神
爺
爺
釆
祝
讃
祝
讃
。
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忙
祝
讃
、
忙
瞳
頭
、
財
神
在
上
聴
縁
由
、
聴
我
従
頭
説
一
遍
、
苛
苛
窮
人
吐
裏
態
。

川
判
明
の
沈
徳
符
著
「
野
獲
編
」
（
時
尚
小
令
の
条
）
、
清
の
李
斗
著
「
揚
州
両
肪
録
」
、
王
廷
紹
著
「
寛
裳
続
譜
」
（
巻
頭
の
序
言
）
に
よ
る
。

同
川
氏
の
住
川
し
た
諸
山
本
の
外
に
明
の
何
名
氏
若
「
一A
林
一
段
」
、
荷
車
広
牛
一
著
「
白
田
一
ヨ
遺
音
一
、
劉
廷
磯
著
「
在
国
雑
誌
」
を
資
料
と
し
て
い
る
。

学
校
治
」
吊
目
立
会
川
…
）

同
町
四
出
羽
は
川
氏
の
記
述
に
よ
り
、
北
方
牌
子
山
中
に
残
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
後
の
三
山
間
は
「
巾
国
地
方
戯
曲
集
成
」
（
中
国
戯
劇
出
版
社
発
行
）
の
「
山
東
省

巻
」
を
調
査
し
た
結
果
に
よ
る
。

同
「
～
脱
出
爺
己
卯
年
、
宗
方
人
目
十
三
、
安
子
大
他
一
年
半
、
住
行
楼
一
民
騎
大
馬
、
官
宜
都
合
他
有
往
還
：
：
：
」
と
あ
る
曲
詞
で
、
最
初
の
己
卯
年
（
一
六
七
七
年
｜
作
者
六

十
才
時
）
に
主
人
公
が
四
十
三
才
云
々
と
言
っ
て
い
る
の
は
、
す
な
わ
ち
こ
の
胞
を
書
い
た
年
に
は
と
い
う
こ
と
の
別
の
表
現
と
み
る
の
が
自
然
と
思
わ
れ
る
。

同
乙
の
旧
紗
本
に
は
末
日
出
に
「
成
田
…
十
五
年
取
次
丙
辰
下
涜
」
と
諒
さ
れ
て
い
る
。

同
注
的
参
照
。
一
向
念
東
の
政
文
と
十
九
子
希
栴
の
詩
販
の
書
か
れ
た
年
に
も
と
ず
く
推
定
。

制
劉
復
・
本
ナ
家
瑞
共
編
「
中
国
俗
的
給
日
一
同
」
巾
に
こ
の
八
小
曲
と
同
題
で
内
容
の
字
句
が
同
じ
も
の
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
推
定
し
た
。

同
「
知
可
奈
何
時
候
、
偶
然
諮
就
新
詞
、
非
問
問
処
、
費
心
就
一
公
別
蔵
深
志
。
出
存
笑
、
為
恐
庶
化
臭
府
作
神
奇
。
男
児
心
事
凡
人
知
。
且
自
蓬
場
作
戯
。
」

側
「
信
口
胡
詩
、
不
俗
也
不
雅
、
写
長
問
問
、
不
真
也
不
似
。
男
児
不
遇
時
就
役
閏
女
没
出
按
、
時
速
不
来
、
誰
人
不
笑
他
、
時
速
来
了
、
誰
人
不
羨
他
。
柳
川
水
我
無
事
編
成

琴
一
越
楽
小
山
、
間
一
羽
要
都
是
比
J精
胡
話
、
且
叩
解
愁
怯
、
好
｝
タ
兜
他
罷
悶
来
時
、
歌
一
関
、
我
且
快
活
一
霊
。
」

同
男
女
性
器
を
詠
ん
だ
も
の
で
、
「
金
瓶
栴
詞
話
」
第
四
回
に
見
え
る
も
の
と
多
少
字
句
の
相
違
は
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
同
一
で
あ
る
。
蒲
松
齢
の
創
作
で
は
な
く
、
山
東
地

方
の
民
間
の
も
の
を
記
録
し
た
も
の
と
忠
は
れ
る
。

帥
「
古
貴
功
名
白
命
不
巾
俺
、
雪
月
琴
翠
無
拘
又
無
官
、
清
問
即
円
五
仙
、
英
忠
身
貧
成
、
好
月
初
円
、
新
窮
傾
幾
譲
、
好
花
初
問
、
奇
者
一
日
誌
一
巻
、
打
油
歌
児
将
無
造
、
就
裡

情
無
限
、
官
汗
待
知
音
、
不
愛
俗
入
者
、
須
知
道
識
覚
的
口
刀
是
一
整
役
眼
。
」

凶
拙
著
「
明
斎
志
呉
研
究
序
説
」
（
「
芸
文
研
究
」
第
三
号
｜
昭
和
二
十
九
年
一
月
発
行
｜
所
収
）
参
同
。

間
拙
著
「
論
一
首
と
随
想
の
流
れ
」
（
「
芸
文
研
究
」
第
十
四
・
十
五
合
併
号
｜
昭
和
三
十
八
年
一
月
発
行
l

所
収
）

凶
「
中
国
戯
刺
史
」
に
あ
る
こ
の
記
述
を
、
「
巾
国
戯
劇
史
良
市
」
で
は
削
除
し
て
い
る
。

凶
「
・
：
全
者
当
口
疋
感
応
筒
、
刻
来
広
把
人
勧
、
一
来
詰
了
陰
徳
、
二
来
也
能
転
銭
、
刻
了
叩
板
天
下
伝
、
這
宗
生
意
誠
善
、
若
是
無
心
抄
刻
、
看
了
即
時
送
還
、
不
也
侭
右
光

九
玩
0

・
：
」

（
附
〉
ζ

の
論
文
作
製
に
隠
し
、
慶
応
義
塾
外
国
語
学
校
講
師
水
世
賭
先
生
よ
り
、
と
く
に
曲
の
形
式
の
而
に
お
い
て
懇
切
な
る
御
教
一
不
を
印
い
だ
。
附
し
て
感
謝
の
意
を
表
す

る
次
第
で
あ
る
。

（
揚
藍
深
著
「
中
国
俗
文
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